
繁殖システム： 

 集団営巣する．カムチャツカでは，主に10～80巣の小さ

なものだが，もっと小規模のものや，逆に数千巣を越える

大規模なコロニーも知られている(Lobkov 1988)．一夫一妻

が基本で，つがい関係は翌年まで維持される場合もある

が，多くは毎年変わる(Crampほか 1983)． 
 

巣： 

 草本の茎を巣

材 と し て，高 さ

12cm，直径23cm，

内径15cm程度の

巣を造る． 

 水生昆虫や小魚など水生の餌を採食することが多いが，

人が与えるパンくずやゴミのようなものまで，多様な餌を採

食する．小さな餌をピンセットのようにつまんで食べることも

できるし，潜水して小魚を捕らえたり，空中を飛ぶトンボな

どを大口を開けて捕まえたりと，ジェネラリスト(なんでもや)

の食生活をする． 

生活史 ３. 

分類： チドリ目 カモメ科 
 

全長： 約40㎝  

自然翼長： 294mm(258-340) 尾長： 115mm(92-150) 

露出嘴峰長： 34.7mm(20.3-43.2) 全嘴峰長： 46.9mm(29.9-59.6) 

ふ蹠長： 44.5mm(30.4-53.0) 体重： 289g(200-447) 
 

※京都市鴨川における標識時の計測値．ヨーロッパから極東に

かけて大型化する傾向がある． 
 

羽色：  

 雌雄同色．成鳥の冬羽は頭部

が白くて，嘴は赤く，黒い瞳の後

ろに黒褐斑がある(写真１)．夏羽

は，頭部が黒褐色で嘴は暗赤色

となる．幼鳥は，翼の上面に褐

色味があり，嘴は汚黄色．成鳥

の尾羽は一面白色だが，幼鳥の

尾の先には細い黒帯がある． 
 

鳴き声： 

 キャー，ギャーなど． 

分布： 

 繁殖地はユーラシア大陸北部に広く分布する．東アジア

の越冬地は，中国南部・朝鮮半島・東南アジアで，日本で

は全国で越冬する．特に越冬数の多いのは北九州から関

東にかけての都府県である． 
 

生息環境： 

 水辺植物が繁茂した湖沼周辺や河川沿いの湿地で繁殖

する．渡り期や越冬期は，他のカモメ類と異なり，海辺だけ

でなく河川や湖沼などの内陸部にも多く分布する．昼間河

川や湖沼で採食し，夜間は海や湖などの開水面で集団で

過ごすものが多い．池傍の屋根の上で就塒することも知ら

れている． 

 1970年代に国内の多くの地域でユリカモメの越冬地の拡

大や越冬数の増加が起こった．京都市ではそれまでユリカ

モメの越冬の記録はなかったが，1974年から市内の鴨川

や桂川で毎冬越冬するようになり，1980年代中頃には市内

で約１万羽が越冬するまでになった．このような京都市での

越冬地の拡大や越冬数の増加は，日本に渡来するユリカ

モメの個体数の増加を反映しており，繁殖地でも個体数が

増加しているのではないかと考えた． 

 日本で越冬するユリカモメはどこで繁殖しているのか，と

興味を持っていたところ，1978～1979年の冬期に海外で

標識されたユリカモメの幼鳥が日本各地で見つかった．標

識地を調べてみると，それらがカムチャツカのコロニーで標

識されたものであることがわかった．標識地であるカムチャ

ツカ半島南東部のアバチャ川河口の三角州にあるフラマビ

ツキー湖のコロニーは，1960年代には極めて小さなコロ

ニ－であったが，1970年代に営巣数が急増し，１万巣以上

のコロニーとなった．このような営巣数の増加によって日本

ユリカモメ 英：Black-headed gull    学：Larus ridibundus  
分類と形態 １. 
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分布と生息環境 ２. 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

● 越冬域拡大と越冬数増加 

食性と採食行動 ４. 

卵と抱卵期間： 

 卵は，暗緑色の斑点があり，平均サイズは長径53mm，短

径37mm．一巣あたりの卵の数は１～4卵で３卵のものが多

い．カムチャツカのフラマビツキ湖周辺のコロニーで筆者が

1992年６月３日に観察した時は，４卵６巣，３卵385巣，２卵52

巣，１卵19巣であった．抱卵期間は20～24日である(Lobkov 

1988)． 
 

渡り： 

 繁殖地のカム

チャツカへは5月

中旬に姿をあら

わし急速に個体

数を増加させ5

月下旬から6月

にかけて産卵す

る．7月末にはほ

どんどのヒナが

巣立ち(写真３)，

8月にはコロニーを離れるが，越冬地への南下が本格的に

なるのは10月である．日本へは8月上旬には一部が渡来す

るが，越冬数が増加するのは10月下旬以降である．春は翌

年3月中旬に個体数が減り始め，４月下旬まで越冬する．琵

琶湖湖岸などで少数が越夏することが知られている． 

写真２． 

ユリカモメの

巣の中の卵

とヒナ． 

写真３． 夏羽の成鳥と湖に出たまだ飛べないヒ

ナの群れ．カムチャツカのフラマビツキ

湖 のコロニーで2005年7月9日に撮影． 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

越冬期 繁殖期 渡り

写真１． 

ユリカモメの成鳥冬羽． 

[ Photo by 内田 博 ] 
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213. 

 まだロシアがソ連だった時代に，京都の鴨川に出現した

ユリカモメの赤い糸を手繰ると，カムチャツカの研究者とつ

ながった．日本のガン類の研究者との間の仲立ちをする

と，琵琶湖北部で越冬するヒシクイの亜種オオヒシクイの繁

殖地をつきとめる調査へとつながった．ソ連がロシアに変

わり，日米露の関係者が協力する

ことで，シジュウカラガンの回復計

画も進むことになった． 

 カラーリングによるユリカモメへの

標識調査は，京都市鴨川以外に

兵庫県西宮市武庫川と伊丹市昆

陽池で継続している．これらの標

識個体を見つけた方は，日本鳥

類標識協会のホームページを見

て情報を提供していただきたい． 

 生態図鑑 
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引用・参考文献 ６. 

 カラーリングで標識されたユリカモメの観察記録によっ

て，越冬期間中の移動パターンも判ってきた．越冬数の多

い越冬中期にはあまり移動しないユリカモメが，初春になる

と内陸部の京都から大阪湾の沿岸に移動し，その後また

京都に戻ってくることが判った．初春には，大阪湾でイカナ

ゴの漁が盛んに行なわれ，ユリカモメはその漁場に集中し

ていた．私は，このような小規模の渡りを｢イカナゴ移動｣と

呼んでいる(Sugawa 2004)． 

への渡来数が増加し，越冬地の拡大や越冬数増加につな

がったと考えられている(須川 1984)． 

 では，ユリカモメの個体数の増加はどのような原因で起

こったのであろうか．いくつもの要因があると思われるが，

注目すべきなのはユリカモメと人間活動との関係の深さで

ある．ユリカモメの越冬分布域は国内でも比較的人口密度

の高い地域であり，しかも鴨川のように都市の中に新たな

採食地をみつけて越冬しはじめたケースが多い．また，カ

ムチャツカで営巣数の急増が観察されたフラマビツキー湖

のコロニーも近くに都市がある．ユリカモメの個体数の増加

には，何らかの形で都市やその周辺環境の変化が影響を

与えたのではないだろうか． 

 しかしその後，京都市内においてユリカモメの越冬数は

減少しており，2000年以降の鴨川における越冬数は1980

年代中頃のピーク時の３分の１程度に減少している(須川 

2005，図 )．カ ム チ ャ

ツカの研究者，ゲラ

シモフさんによると，

フラマビツキー湖周

辺のコロニーは，乾

燥化が進み，500kgも

あるヒグマが営巣期

にユリカモメの卵やヒ

ナを大量に採食する

ようになって，ユリカ

モメの営巣数が近年

減少しているそうなの

で，その影響が大き

いと考えられる． 

 フラマビツキ－湖で行われた，金属足環とカラーリングに

よる標識調査によって，このコロニーを巣立ったユリカモメ

が，日本国内で広く越冬していることが確認され，また，標

識個体の多くが巣立ったコロニーに戻ってくることが確認さ

れた．さらに，越冬地である京都市内の鴨川でも同様に標

識調査を行なったところ，多数の個体が翌冬以降に京都

市内で確認された．越冬期間中，これらの標識個体は大

阪湾岸や琵琶湖周辺でも比較的多く確認されたが，それ

以外の地域で見つかることはあまりなかった(表)． 

 カムチャツカと日本で並行して行われたこれらの標識調

査から，カムチャツカで巣立ったユリカモメの幼鳥は，日本

● イカナゴ移動 

● 繁殖地と越冬地への定着性 

表． 京都市で標識したユリカモメ累計個体数と再確認羽数．網掛けした

セルは，足環の観察調査を冬期の間通して実施していた場所． 

須川 恒  龍谷大学深草学舎 

執筆者 

国内に広く分散して越冬するが，以後は最初の冬を過ごし

た越冬地と，巣立った繁殖地を往復するという基本的な渡

りパターンを持っていることが判明した(Sugawa 2004)． 
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図． 京都市を流れる鴨川17kmと高野川

3kmを対象とした調査でカウントされた

ユリカモメの個体数のシーズン中の最

大 値 の 変 化．ユ リ カ モ メ 保 護 基 金 
http://web.kyoto-inet.or.jp/people/kamome 

他の調査をもとに作図． 
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京都からの距離[km] 525 325 188 86 52 47 44 55 40 27 0 16 113 101 308 315
冬年度 標識累積数※
1978-79 6 4
1979-80 39 31
1980-81 104 5 56
1981-82 209 5 21 3 158
1982-83 320 1 2 25 7 184 3
1983-84 443 5 8 5 222 4 1
1984-85 510 1 1 1 2 7 228 3
1985-86 608 3 15 2 9 262 2 1 1
1986-87 710 1 4 2 1 12 341 6 1 2
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